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島先生と考える!! 道徳セミナー開催のお知らせ

※セミナーの内容等は変更になる場合がございます。

島先生と考える!! 道徳セミナーを大阪、名古
屋、沖縄で開催いたします。道徳の授業づく
りを知りたい!学びたい!先生方をお待ちして
います。奮ってご参加ください!!

大阪

最新話（第6回）
絶賛公開中！

読者
アンケート

本誌に関する
お問い合わせ

対面開催 参加費500円（税込）

名古屋 沖縄
2026年12月20日（日）
●13：00～16：50（開場12：30）
●大阪市内（大阪駅周辺）で開催予定

対面開催 参加費500円（税込）

2027年1月11日（月・祝）
●13：00～16：50（開場12：30）
●名古屋市内で開催予定

対面開催 参加費500円（税込）

2027年1月16日（土）
●13：00～16：30（開場12：30）
●浦添市内で開催予定

セミナー内容、登壇者

※本冊子掲載二次元コードのリンク先コンテンツは予告なく変更または削除する場合があります。
本資料は、一般社団法人教科書協会 「教科書発行者行動規範」に則り、 配布を許可されているものです。
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こころのひろば
［インタビュー］

災害ボランティアの現場から考える道徳教育
日本災害救援ボランティアネットワーク
渥美 公秀
　見てわかる！ 道徳

「正直、誠実」（小学校）
「友情、信頼」

越智 貢、奥田 秀巳、上村 崇
　実践事例  小学校６年
子どもの問いを生かした
道徳科の授業づくり
山本 孔輝、島 恒生
　実践事例  中学校２年
道徳科における個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な充実
戸上 理子、渡邉 真魚
　おさえておきたい！授業力アップのための
教科書・指導書活用術 中学校編
生徒・教師が共に考え、成長していくための
指導書を活用した授業準備
川野 貴寛
　地球の仲間からのメッセージ
快挙　
長瀬 健二郎
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表紙イラスト　Kasumi Taoka

東京都文京区立第九中学校
指導教諭 戸上 理子先生

授業解説動画

コチラから
チェック！

※本動画は、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則り、制作したものです。

●授業解説（中学校）
　大久保 広彦先生（愛知県みよし市立北中学校教諭）
　島 恒生先生（畿央大学大学院教授）

●授業解説（小学校）
　森岡 健太先生（京都市立羽束師小学校主幹教諭）
　島 恒生先生（畿央大学大学院教授）

●講演
　島 恒生先生（畿央大学大学院教授）

島 恒生先生森岡 健太先生 大久保 広彦先生

申し込み等の最新情報は、
コチラからチェック！

https://www.nichibun-g.co.jp/


提供：朝日新聞社



私

〈問い〉

どう考えるか?

カントが恐れたこと 正直が支えるもの

正直は、約束や信頼を成立させる土台として問われている。
他者の生命を救うために

結果から考える

生命を救えるなら
うそも仕方がない…

義務から考える

正直という約束を
例外化しない

約束・契約 社会的信頼

発言のたしかさ

「正直であるべき」が
都合のよいときだけ守る
ものになる危険がある

うその例外を認めると、
この土台が揺らぐ

親しい人との関係 「特別扱い」の拡大 行き過ぎると…

他の人には
話しにくいことでも、

この人になら…

友人だから
信じる

友人だから
秘密を話す

相手を
「特別な存在」として

大切にする 「仲間意識」や「身内意識」へと広がる

不公正につながる親しさゆえに正直さや公正さの「例外」をつくってしまうところに、
「正直、誠実」と「友情、信頼」をともに考えることの難しさがある。

地域の人々

自国の人々

友人の不正を見逃す

仲間の不正を見逃す

そ、
それは…

こいつを

親しい人なら 親しくない人

地域の人々

自国の人々

家族・友人

学校の仲間

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScJ36o5IyQX_RjGv2u27otubfNLlIBbOusaV6g0odNs915Ypg/viewform?usp=sf_link
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地球の仲間からのメッセージ

　その結果、20年後にはマングースは推定1万頭まで

に大繫殖しました。一方で多くの固有種は生息数を激

減させ、なかには絶滅の危機にひんしたものまででて

きました。

　そこで2000（平成12）年、環境省（当時の環境庁）は

マングースの駆除を開始しました。当初は報奨金制度

が設けられましたが、これは十分な効果がありません

でした。捕まえやすい場所で捕獲が行われた一方、そ

こから離れた場所や捕獲しにくい場所に残った個体が

繁殖を続けてしまったからです。

　そこで島内全域に最大の延べ数が1年で25万個に

なる捕獲わなを仕掛けました。当初、目立った成果は出

ませんでしたが、根気よく続けた結果、2007年頃から

ようやく捕獲数が急減し始めました。そして2018年、自

動カメラにも姿が映らなくなり、マングースのふんを探

すマングース探索犬もふんを見つけることがなくなりま

した。しかし、これで根絶させたとは確定できません。そ

の後も慎重に捕獲が試みられ、長年のデータを科学的

に解析した結果、2024年に根絶が宣言されたのです。

　生き延びた固有種はゆっくりとですが、生息数を増

やし、今では島の人々や観光客の目にも触れるように

なりました。多くの関係者の血のにじむような努力に心

からの賛辞を贈るとともに、人が安易に自然へ手を加

えることの危うさをわたしたちは改めて胸に刻まなけれ

ばなりません。

　2024（令和6）年9月3日、環境省から歴史的快挙達

成の発表がありました。奄美大島に生息していた外来

種、フイリマングース（以下、「マングース」）の「根絶宣

言」です。

　鹿児島県の奄美大島は、約170万年前までの地殻

変動などで他の陸地から切り離され、島となりました。

生息・生育していた動植物の多くは独自の進化をとげ、

奄美大島特有の種、いわゆる固有種となったのです。

その数は850種以上といわれ、オオトラツグミやルリカ

ケス、ほかに奄美大島と徳之島にしか生息しないアマ

ミノクロウサギなどが有名です。

　しかし、毒蛇のハブも島に残りました。ハブの存在は

島の人々にとって大きな脅威でした。そこで、1979（昭

和54）年頃、ハブ対策として沖縄に持ち込まれていた

マングース30頭程度が奄美大島にも放たれたのです。

　ところが、ハブは夜行性で、マングースは昼行性で

す。それに、出会ったとしてもマングースは命がけでハ

ブと戦おうとはしません。危険を冒さなくても、簡単に捕

まえられる動物がたくさんいたからです。

獣医師、第16代天王寺動物園長

長瀬 健二郎

快挙

イラスト　ヤス・タグチータ　プレミアム 1514

　教師自身が「深さ」をもつ
　知識や技術に自信のある修行僧が、見下していた弟
弟子に先を越されて不満を抱くも、師匠の言葉で改心
し修行に励む――。
　この教材で「謙虚」をテーマに授業を行い、生徒がノー
トに「謙虚な姿勢の大切さが分かりました。」と書いて
きたとします。一見、授業は成功したように見えますが、
果たしてそうでしょうか。生徒はその「謙虚」をどの
ように捉えているのでしょうか。また、その授業で新
たな気づきや深い納得があったからこそ「謙虚な姿勢
を大切にしたい」と思えたのでしょうか。
　一般的にイメージする「謙虚」とは、「私なんて……」
と一歩引く姿勢や、自分を実際より低く見積もること
かもしれません。しかし、これは単なる消極性や卑下
であり、望ましい態度とは言えません。
　「謙虚」とは、自分を過信したり、過小評価したりす
ることではなく「正しい自己理解」と捉えられます。
人は長所も短所も含め、正しく自分を受け入れて初め
て素直に他に学ぶ姿勢を得て、真に成長できるのです。
冒頭の修行僧も自らの表面的な能力にうぬぼれ、いち
ばん大切な心に目が向いていなかったのです。
　このように、道徳的価値や今まで立ち止まらず通り
過ぎていたことに対し、生徒が新たな視点を得たり、
考えを深めたりしてこそ、道徳科のねらいが真に達成
できたと言えます。そこで求められるのが指導者側の
深い理解と洞察力ですが、授業準備をするうえで大い

『中学道徳　あすを生きる１　教師用指導書　解説編』ｐ.132-133

おさえておきたい！

中学校編授業力アップのための教科書・指導書活用術

徳島県阿南市立新野中学校教諭 川野 貴寛

生徒・教師が共に考え、成長していくための
指導書を活用した授業準備

フイリマングース　提供：環境省

アマミノクロウサギ　提供：環境省

に役立つのが『中学道徳　あすを生きる1　教師用指
導書　解説編』です。「主題設定の理由」では、なぜこ
の学年・時期にこの主題を設定したのかを、３つの観
点（指導観、生徒観、教材観）で端的に解説しています。
　私はここを読むことで、自身の道徳的価値観を見直
し、更新しながら、「ここを生徒に投げかけてみたらお
もしろそうだな。」「この部分を一緒に考えてみたいな。」
と、授業の核となる部分の構想や、知識、発問の引き
出しを増やす準備をしています。
　問い返して、立ち止まらせる
　どれほどすばらしい考えや気づきも、教師の一方的
な解説や話に終始してしまっては価値の押しつけや誘
導になりかねず、その言葉が生徒の心に深く届くこと
はありません。生徒自身が立ち止まって考え、気づき、
納得し、実践意欲をもつことが大切であり、そのため
に「問い返し」が重要になります。生徒からすぐに返
答がある発問は、期待された模範解答を述べているに
過ぎず、あまり深くは考えられていません。そこに核
心を突く問い返しをすることで、「なぜだろう？」と生
徒は立ち止まり、自分ごととして考え出すのです。
　この指導書では、どの場面でどのような意図をもち、
どの発言に対しどう問い返すかが、分かりやすく示さ
れています。もちろん、例示をなぞるだけで授業がう
まくいくわけではありません。しかし、どう問い返し
て生徒の思考を深めるかのシミュレーションを繰り返
すことで、確実に授業力の向上につながるのです。

ここに
注目注目



https://www.nichibun-g.co.jp/seminar/
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/c-doutoku/ok-labo/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/doutoku-manga2/doutoku-manga2_006/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/contact/form/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeYkqe1SvCQ4H5mABvNSaBdEgjrFWKVF-BzmJDHr6dLNVjLdg/viewform?pli=1



